
く特集「受動表現」〉

ロシア語

匹田剛

清白｜｜ニキパレツ・ガリーナ

ロシア語における受動構文は，受動分詞によるものと受動的意味で用いる再帰動詞に

よるものの2種類があるとされる．例えば， AHCCCP(l980:613）には以下のような例が

示されているl： 

(1）受動分詞によるもの2

a受動分詞過去
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xy.UmKHliKOM. 

artist-ms. 

「肖像画は画家によって描かれた.J 

b.受動分詞現在

Y'IHTenh mo6HM y可eHHKOM.

teacher-nom. Iove-passp.prs. pupil-ins. 

「教師は生徒に愛されている.J 

(2）再帰動詞によるもの

06beM 口ClThH O口pe.uem1釘 四 旭町pOM.

size-nom. paper-gen. decide-refl.prs.3.sg. author-ins. 

「論文の分量は著者によって定められる.J 

l例文は，アンケートで回答を求められた表現以外にも，議論に必要なものを適宜加えてある．ま

た議論の展開に応じて，文中で紹介する順番も変更したが，アンケート項目に対応するものについ

ては本稿での例文番号仏2,3 ... ）に続けて質問項目番号σんウ．．）を付すことで質問との対応を示し

たアンケート項目に対する本稿での例文番号は以下の通り・（7)=(4),（イド(16),('7)=(10), (.I.)=(19), 

（オ）＝（5),（オ’）＝（6),（作（13),(il’）＝（14), （力”同15),（キ）哨），（キ’）＝（9),(7)=(7), （ケド（11），（ケ’）＝（12),（コ同17).なお，

P」や「つが付いているものは同じ質問項目に対するヴアリアントである．

2グ、ロスで用いた略記は以下の通り： nom.＝主格， acc.＝対格， gen.＝属格， loc.＝所格，白i＝与格， ins.=
具格， prs.＝現在時制， past寸畠去時制， passp.＝受動分調，民自．＝再帰， 3.＝三人称， sg.＝単数， pl.＝複数，

∞吋n.＝接続詞，name.＝固有名詞．なお記した文法情報は議論の中で必要と思われるもののみである．
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(1）は受動分詞を用いたもので，ロシア語の受動分詞には現在と過去の区別がある.(2) 

で用いられている再帰動詞は，形式的には通常の動詞に後接辞，CR を付けたもので，こ

れを受動的な意味に用いることで受動を表現する．いずれの場合も動作主は具格によっ

て表す．

また， AHCCCP(1980:616), Wade(l992:324-325）など様々な文献でしばしばこれら 2種

類の受動を表現する方法が動詞の体（アスペクト）と対応関係があることが指摘されて

し、る．

rnaroJJhI cos. s11.ua BhipIDKaK>T CTP佃 aT.3剖 ornpe11MymecrneHHO cpopMoi1叩aTKoro

口pa.uaT.np附 aCTIU1;rn訂 OJJblHeCOB. BH.Ua BblpむKaJDTC中間aT.羽 JJornpeHMY山eCTBeHHO

B03BpaTHbIM rnaroJJOM C口oc坤HKCOM－αB  C1阿 aTeJJhHOM3HalJeH聞. (AH CCCP 

1980:616) 

（完了体動詞は受動態をもっぱら受動分詞短語尾形によって表現し，不完了体動詞

は受動態をもっぱら後接百字CR を有する再帰動詞を受動的な意味で用いたものを使

って表現する．）

しかし，例えば（l)b.の動詞 Jll06Umbなどは不完了体動詞であるが受動分詞によって受

動態が表現されており，この一般化に必ずしも当てはまらない例が存在することも事実

である．なお，受動分詞によって受動態を表現する場合，完了体動詞なら受動分詞過去

が，不完了体動詞ならば受動分詞現在が用いられる．

また， Timberlake(2004:344）が 5.82Functional equivalents of passiveにおいて示している

ように，ロシア語では，英語など、の言語の受動文の持つ効果（e仇 ct）を果たすために，動

詞価に変更を加えることなく通常の能動文を用いることがある．

(3) （兄eroxopowo noMHHJJ,) ero cxsaTHJJH npHMO Ha 6田 ape.

he-ace. seize-past.pl. right on bazaar. 

「（私は彼をよく覚えていた．）彼は市場ですぐに捕まった．」（Timberlake2004:344) 

（＜彼を・市場で－すぐに・捕まえた）

Wade(l 992 :324）はロシア語における受動態の表現方法の三つ目として「語！｜贋」を挙げ

てすらいる．ロシア語は英語のような言語と異なり語順が「自由」なことで知られるが，

態の変換無しに語順が変えられる言語と，変えにくい英語のような言語では受動文の使

用頻度に違いがあると言うことは容易に推測できる．英語では受動文が FSPの重要な表

現手段になるからである．そこで今回のアンケートに対して，日本語の受動文に対応す
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るものとして，ロシア語では受動文と能動文のどちらが可能か，どちらも可能だとすれ

ばどちらがより自然か，という観点を中心に考察を加えた．（以下例文の和訳として，

原文が受動文であるか能動文であるかに関わらず，全て受動文による訳のみ示した．）

(4X=7)「私の息子は教師に叩かれた」・・・能動・受動両方可．

a.能動文

Moero ChIHa 日361UI 戸町巴厄．

my-ace. son-ace. hit-past. teacher-nom. 

b.受動文（受動分詞過去）

Mo首 Ch!H 6hUI 113fatT 戸 町即eM.

my-nom. son-nom. be司past.hit-passp. teacher-ins. 

(5X＝オ）「新しいビルが建てられた．」・・・能動・受動両方可．

a.能動文

HOBoe 3~am1e noロpOIUIH.

new-ace. building-ace. build-past.pl. 

b.受動文（受動分詞過去）

HO Boe 3AaHHe 日0ロpoeHo.

new-nom. building-nom. build-passp. 

(6X=t＇）「新しいビルが日本の建築家によって建てられた. J・・・能動・受動両方可．

a.能動文

Hoaoe 羽aH即日0ロpOIUI}ITIOHCKII話 apxHTe町 op.

new-ace. building build-past. Japanese-nom. architect-nom. 

b.受動文（受動分詞過去）

Hoaoe 3且aHHe 日0ロpoeHo 耳目OHCKIIM apx町巴町opoM.

new-nom. building-nom. build-passp. Japanese-ins. architect-ins. 

(7）（＝ク）「壁に絵が掛けられている.J・・・能動・受動両方可．

a.能動文

KapTH町r noaec町m Ha ロeey.

pic知re-acc. hang-past. on wall-acc. 
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b.受動文（受動分詞過去）

Kapnrna 日oserneHa Ha 訂 eey

pie知re-nom.h血 g-passp. on wall-ace. 

以上，いずれの場合も能動文・受動文どちらも可能である．ただ，受動文はやや文語的

であり，少なくとも口語としては能動文の方がより自然であると思われる．以下，能動・

受動の両方が可能な例全てにおいて同様である．

(8）（＝キ）「財布が盗まれた」〔l項〕・・・能動・受動いずれも可．

a.能動文

Korne.neK yKp叩 H.

purse-ace. steal-past. 

b.受動文（受動分詞過去）

Ko田町田戸cpa且eH.

purse-nom. steal-passp. 

(9）（＝ギ）「財布がニキータに盗まれた.J〔2項〕・・・能動・受動の両方が可．

a.能動文

Ko田町田戸cp叩 HHKHTa. 

purse-ace. steal-past.m. Niki匂－name.nom.

b.受動文（受動分詞過去）

Korne.neK yKpa,D,eH Hn胞訂oH.

purse-nom. steal-passp. Niki匂－name.ins.

(10）（＝ウ）「私は子供に財布を盗まれた．」〔3項〕・・・能動は可．受動も可だが違和感

が有る．

a能動文

Y Melli KO田町田 Y印加 pe6eHOK. 

at I-gen. purse-ace. steal欄past.child-nom. 

（＜私のところで・子供が・財布を・盗んだ）

b.受動文（受動分詞過去）

?Y Me悶 KO凹即eK 6回 yKp佃 eH pe6eHKOM. 

at I-gen. purse-nom. be-past. steal-passp. child-ins. 
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(8-10）の例を見ると，最も名詞項の数が多し、(10）のみ受動文に違和感がある．ひょっと

すると名詞項の数によって受動化の容認可能性に違いが生じるのかも知れない．

ちなみに， (IO)b.の主語はあくまでも財布で，アンケートの日本文とは主語となる名詞

句が異なる．

(I I）（寸）「彼女は皆に愛されている．」・・・能動・受動両方可．

a.能動文

Ee mo6llT see. 

she-ace. love-prs.3.pl. all-nom. 

b.受動文（受動分詞現在）

01m mofo1Ma sceMH. 

she-nom. love-passp. all-ins. 

(I I）では能動・受動ともに問題がないが，以下のベアで、は能動文（I2)a.Iこは問題がないも

のの，受動文(12)b.には違和感がある．：

(12）（＝ケ’）「彼女はイワンに愛されている.J 

a.能動文

Ee 厄06HT 日Ball.

she-ace. lov巴－prs.3.sg. lvan-name.nom. 

b.受動文（受動分詞現在）

?011a 江悶611Ma J1BaHOM. 

she-nom. Iove-passp.f. Ivan-name.ins. 

AH CCCP(l980:615）にも示されているように，不完了体動詞の受動分詞現在を用いた受

動えーは，どの動詞でも規則的に作ることができるわけではなく，さらに文語的な色合い

も常につきまとう.( 11）の「皆に愛されているJは決まった言い回しとして多用される

ため受動丈の容認可能性が高まっているのかも知れない．また，ここで用いられている

動詞 mo6umb「愛する」は不完了体動詞であるが，再帰動詞によるものは用いられず，

受動文を形成する手段はこの受動分詞現在のみで、ある．

(13）（＝カ）「カナダではフランス語が話されている．」・・・受動文は不可．

B Ka日間 rosopllT noやp佃叩C問．

m Canada-Joe. sp巴法－prs.3.pl. in French 
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(13）は受動態で表現することができない．ただし，ここで用いられている動詞2080pUmb

「話すJは自動詞であり， no－φ'fJGHlfY3CKU 「フランス語で」は名詞ではなく副詞である．

動詞を他動詞の例えばucnoJ1b30Bamb 「使う」に変更すれば，能動・受動いずれも可にな

る．

(14）（二か）「カナダではフランス語が使われている．」

a.能動文

B K加問e HCnOJib3YIOT中p間町3C間前 .!13blK. 

in Canada-Joe. use-prs.3.pl. French-ace. language-ace. 

b.受動文（再帰動詞）

B K加佃e 即日O品 3Y目問 中p回 U)'3C悶 H .!13bIK. 

in Canada-Joe. use-retl.prs.3.sg. French-nom. language-nom. 

その一方で，例えば， 3Hamb 「知っているJは対格補語を支配する他動詞であるが，

この動調を用いて受動文を作ることは再帰動調でも受動分詞現在でも不可能である．

(15)(=/J＂）「カナダではフランス語が知られている．」

a.能動文

B K剖 a.ue 3HaIOT 抑制町3C聞鼠 .!13bIK. 

in Canada-Joe. know-prs.3.pl. French-ace. language-ace. 

b.受動文（再帰動詞／受動分詞現在）

B K担問巴 *3HaeTC.!I /*JttaeM φp剖 U)'3CKH羽田blK.

m Canada-lac. know同retl.prs.3.sg. know聞passp.French-ace. 

language-ace. 

上の（12）と併せて，不完了体動調から受動態を形成する場合，受動分調現在だけでなく

再帰動詞の場合でも，語葉項目ごとに固有の不規則な制約があることがこれらの例

(13・15）から見て取れる．

(16）（ニイ）「私は知らない男性に足を踏まれた」・・・受動文は不可．

Mtte ttacrynHJI Ha ttory He3HaKOMbIH MY）！（四Ha.

トdat.step-pぉt.onto foot圃 acc. unknown-nom. man-nom. 

（＜知らない男性が・私に・足へ・踏みつけた）

-181 -



ここで「私」はロシア語では与格が付与されているが，与格名詞句を主格にする受動

態は不可能である．

(17）（＝コ）「私は彼女に私が怖いと言われた」・・・受動文は不可．

Otta MHe CKa3叩 a, 可Tひ Me田 60111℃ll.

she-nom. 1-dat. say-pぉt. 出at-co吋n.I-gen. fear-prs.3.sg. 

ここでも（16）と同様に与格名詞句を主格化する受動化は退けられ，能動文のみが可能

である．（ただし， MHe6ww CK回 aHo11mo…「私に…と言うことが言われたJと言うよう

に従属節を主語化した受動文は少なくとも文法的には可能である．）

これら（16・17）において受動文が不可能であることはロシア語の受動文において主語に

昇格する名詞句は能動文における対格補語のみであることを示しているが，斜格他動詞

( KOCBeHHO-nepexO.QHbIH rnaro刀）あるいは半他動詞（semi－回nsitiveverb）などと呼ばれる対格

以外の名詞句を支配する「他動調」にわずかながら受動化が可能なものもある．

(18) 「国家は法に支配されている．」

a能動文

foCyJlapCTBOM ynp組閣ぬT 3部 OHbl.

government-ins. rule-prs.3.pl. law-nom.pl. 

b.受動文（再帰動詞／受動分詞現在）

focy且叩訂BO ynp旭朋町田

govemment-nom. rule-refl.prs.3.sg. 

ぐynp拙朋eMO

rule司passp.

3aKOHaMH. 

law-ins.pl. 

この例の動詞 ynpa回 Rmb「支配するJは具格補語を支配する斜格他動詞であるが一方で

再帰動詞・受動分詞現在のいずれによっても受動化が可能である．この例外的振る舞い

は，（11・15）で触れた不完了体動詞の受動化には語葉的に制約される不規則性が見られる，

ということとも関連があるのかも知れない．

さらに，自動詞構文の受動化はロシア語では一切認められない．

(19）（＝エ）「昨日の夜，私は赤ん坊に泣かれた．（それでちっとも眠れなかった.) J・

受動文は不可．

B可epa HO可b!O y MeID! m部副 pe6eHOK. （日03TO町 HCOBCeM Hecn叩．）

yesterday at night at I-gen. cry-past. child-nom. 
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以上，ここまでロシア語の受動態について見た内容をまとめると以下の通りである：

(i) 全ての例について能動文による表現は可能だが，受動文については可能な場合

と不可能な場合がある．また文法的に可ではあるが違和感が感じられるものも

ある．さらに上でどちらも同様に可としているもので、あっても，口語としてよ

り用いられるのは能動文である．これらから，ロシア語では日本語におけるよ

りも受動文の使用頻度が低いと考えて良いだろう．

(ii) (8・10）を比べてみると，関与項の数が多いと受動態の容認可能a性が若干下がっ

た例も見られた．

(iii) (11-15）に見たように，不完了体動詞の受動化は語葉的な制約を受けており，必

ずしも規則的に作って良いわけではない．

(iv) (14-19）に見られるように，ロシア語における受動は，他動詞の対格補語を主格

主語化するものであり，与格を主格化したり，自動詞からの受動化は認められ

ないのが原則である．ただし，わずかながら対格以外を支配する斜格他動詞の

受動化が可能な例もある．
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